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法人の概要

１． 法人の概況

法 人 名

設 置 学 校

所 在 地

研 究 科 名

開 設 年 度

入 学 定 員 総 定 員

1年次 ２年次 ３年次 4年次 5年次

1名 0名 3名 3名 7名

合 計

14名

（単位：人）

法人本部 大 学 合 計

0 7 7

1 12 13

（単位：㎡）

専 用 共 用 合 計

所 有 9,107 0 9,107

借 用 - - -

専 用 共 用 合 計

所 有 6,241.42 0 6,241.42

借 用 - - -

教職員の状況 専任教員数

専任職員数

校地・校舎等の
状況

校地等

校舎等

学 生 数

５年一貫制博士課程

附置・附属等
附属図書館

4名 20名

国際仏教学院

国際仏教学大学院大学

〒112-0003　東京都文京区春日二丁目８番９号

仏教学研究科

平成8年4月1日
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２．建学の理念  

  仏教を人類共通の文化遺産として捉え、仏教及びそれに関連する文化についての学術的理論及

び応用を研究教授してその深奥を究め、人類文化の進展に寄与することを理念とし、人種・国籍・

宗教を問わず、自由闊達な教育環境により、国際的に通用する人材を育成し、これからの時代の

仏教学教育・研究の学府としての役割を果たすことを目的とする。 

  西洋に発達した言語学、文献学に基礎を置く厳密科学の伝統と、漢訳仏典を中心として発達し

たわが国の東アジア仏教研究の伝統とを統合し、国際的視野に立って仏教学の研究と教育に邁進

する。 

  国際化時代の状況に対応して、世界の学界に通用する仏教学の専門家を育成するとともに、世

界の民族や宗教について研究を深め、キリスト教やイスラム教・ヒンドゥー教等について、世界

的視野から研究し、民族や宗教の問題について、国際会議等で活躍できる人材の育成につとめる。 

   さらに人類が直面している困難な課題である生命倫理の問題や、地球の環境問題等を、教員と

学生とが共同して研究し、脳死の問題や、安楽死・尊厳死等の問題をとおして、生命の尊厳への

理解を深め、或いはまた仏教的視野から地球の環境問題を研究して、人間と自然とのバランスの

とれた「共存」を探求するなど、「現代と仏教」の問題に取り組み、豊かな人格の養成を期する。 

 

３．法人の沿革 

平成 7 年 12 月 22 日  文部省より学校法人国際仏教学院および国際仏教学大学院大学 

    仏教学研究科の設置認可を受ける    

平成 8 年 4 月 1 日  開学    

平成 8 年 4 月 8 日  第 1 期生入学式挙行    

平成 13 年 3 月 28 日  平成 12 年度学位記授与式（第一回修了式）挙行 

平成 22 年 4 月 1 日  文京区春日二丁目に新校舎を完成し移転する 

 

４．研究科の特色 

   本学の研究科は文献学と文化学の二軸より成っている。前者はインドから日本にいたる仏教を

各種の文献に即して研究し、後者は歴史学、宗教学、美術史学等の視点を入れて仏教を総合的に

研究することとしている。他に教員学生全員参加の形で仏教思想に於ける生命観（生命倫理）、

自然観（環境問題）等の現代的課題を考察することとしている。 

本学の第二の特色はその国際性に在る。教員及び学生はこれを広く国の内外から募集し、入学

を許可された者は 5 年一貫教育の下で専任教員による論文指導を受け、在学中に博士論文を完

成することを目指す。さらに随時、海外から優れた仏教学者、研究者を招聘して講演会、公開講

義を催し、研究者間に活発な交流を図っている。 

本学は、研究科、附置研究所（国際仏教学研究所、日本古写経研究所（平成２２年６月設置））、

附属図書館から構成され、それらは教育・研究を目指して有機的に機能するよう運営することと

している。国際仏教学研究所は本学の母体となったもので、過去四半世紀に 40 冊以上の研究書

を刊行し、その活動は国際的に高く評価されている。附属図書館は厳選された内外の原典、研究

書、逐次刊行物等 125,729 冊を擁し、仏教学図書館として世界に類を見ないものである。 
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（１）主な取組みについて     

・授業題目の設定などの面では、受講する学生の専門領域や研究能力を踏まえつつ、適切に対応

している。特に、本来学部段階において身につけているべき基礎知識（一般教養及び専門）が

大きく欠落している場合が多いので、初学年において補完するよう指導している。 

・客員教授、非常勤講師の招聘においても、在籍学生の研究に資する分野で国内外の最先端の研 

究者を選ぶよう努めている。     

・全教員・全学生参加の研究会では、教員・学生が研究発表し、討論・批評する。これによって

学生の教育指導に全教員が参加する形態をとっている。  

 

（２）少人数教育の推進 

・本学は、収容定員 20 名の小規模な大学院大学であるため、ほとんど全ての科目が少人数教育

で行われている。そのほかに全教員・全学生参加の研究会を毎週実施し、そこには外部からも

研究者を招聘している。 

         

（３）近現代仏教研究の実施 

・仏教学と生命倫理     

脳死と臓器移植をはじめとする生命倫理の問題をめぐって専任教員全員と非常勤講師によっ

て仏教学の立場を中心とする種々の角度から考察する。     

     

担当教員： 今西順吉教授、落合俊典教授、津田眞一教授、Hubert Durt 教授、 

    デレアヌ フロリン教授、松村淳子教授、木村清孝特任教授 

   小谷 信千代  講師（大谷大学名誉教授）    

   山部 能宜  講師（東京農業大学教授）    

   渡辺 章悟  講師（東洋大学教授）    

     

・仏教学と環境問題     

環境問題及び自然観の問題をめぐって、専任教員全員と非常勤講師によって仏教学の立場を中

心とする種々の角度から考察する。     

     

担当教員： 今西順吉教授、落合俊典教授、津田眞一教授、Hubert Durt 教授、 

デレアヌ フロリン教授、松村淳子教授、木村清孝特任教授 

高橋 孝信  講師（東京大学大学院教授） 

        立川 武蔵  講師（愛知学院大学教授） 

        蓑輪 顕量  講師（東京大学教授） 
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事業の概要（平成２２年度） 

 

１．教育研究活動 

（１）東アジア仏教写本研究拠点の形成 

文科省補助金事業「私立大学学術研究高度化推進事業」の「学術フロンティア推進事業」に選

定された「奈良平安古写経研究拠点の形成」（平成１７年度より２１年度まで）において共同

研究機関とともに、国内の寺院・博物館および海外の研究機関や博物館等の協力を得て、奈良

平安古写経の所在確定とデジタル画像の集積を行うとともに、データベースを構築し、日本の

仏教文化の精華とでも称すべき古写経を公開すべく事業を進めた。本年度より新たに文科省よ

り補助金を受け私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「東アジア仏教写本研究拠点の形成」と

して事業を継続していく。 

・調査を実施した。（国内 13 カ所 34 日、海外 4 カ国 32 日） 

・画像データを作成した。：金剛寺（227 巻、聖経百数十点)、七寺（189 巻）、興聖寺（20 巻） 

・公開研究会を開催した。（5／22（土）、11／13（土）） 

・ワークショップを開催した。（12／13（月））  

・研究成果の出版 

(1) ニュースレター「いとくら」第 6号, 2010 年 12 月 10 日刊行, 全 12 頁. 

(2) 日本古写経影印集成の整備（金剛寺一切経影印集成は１６分冊完成/納品済） 

・東アジア仏教写本研究会を開催した。（全 30 回） 

 

（２）公開講座の開催 

・一般聴衆を参加対象とした本学教授による公開講座を開催した。 

開催日（5／22(土)、10／9(土)、11／13（土）） 

 

（３）仏典入門講座の開催 

・社会人を対象とした本学教授による仏典入門講座を開催した。（夜間） 

    ：前期開催日（4／28（水）、5／26（水）、6／30（水）、7／28（水）） 

    ：後期開催日（10／27（水）、11／24（水）、1／26（水）） 

 

（４）研究所講演会の開催 

・招聘した客員教授による講演会を開催した。 

開催日（5／28(金)、6／18(金)、11／5(金)）  

 

（５）国際交流の推進 

・客員教授を招聘した（本年は、客員教授のみを招聘し、客員研究員の招聘は行なわなかった）。 

客員教授：David Jackson（ニューヨーク・ルービン美術館学芸員） 

  

（６）著作刊行物等の刊行 

・研究所著作刊行物として１点を刊行した。 

・図書館刊行物として『受贈資料リスト』（No.13）を刊行した。 
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２．学校法人及び大学の運営 

（１）学生ならびに若手研究者に対する経済的支援 

  ・本学奨学金支給を実施した。 

  ・授業料減免を実施した。 

・RA（リサーチアシスタント）を採用した。 

   ・PD（ポスドク）を採用した。 

 

（２）大学基準協会による大学評価（認証評価）を受ける 

    平成２２年１月２９日 大学評価申請書を提出 

         ４月上旬  関連資料の提出 

         １０月４日 本学キャンパスの実地視察 

         １２月下旬 本学の評価結果（案）の受領 

    平成２３年３月    本学の評価結果の受領： 

大学基準に適合しているとの認定を受ける。 

 

 



財務の概要

1．　資金収支計算書

収入の部 （単位：円）

大 科 目 平成22年度（A） 平成21年度（B） 差異（A）-（B）

学生生徒等納付金収入 9,560,000 10,620,000 △ 1,060,000

手 数 料 収 入 156,000 128,000 28,000

寄 附 金 収 入 146,000,000 146,000,000 0

補 助 金 収 入 51,083,000 63,663,000 △ 12,580,000

資 産 運 用 収 入 149,927,119 119,460,387 30,466,732

資 産 売 却 収 入 500,400,000 700,500,000 △ 200,100,000

雑 収 入 2,074,926 3,123,585 △ 1,048,659

前 受 金 収 入 3,065,000 2,560,000 505,000

そ の 他 の 収 入 21,079,316 1,793,986,932 △ 1,772,907,616

資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,576,150 △ 12,462,500 9,886,350

前年度繰越支払資金 724,546,854 391,551,951 332,994,903

収 入 の 部 合 計 1,605,316,065 3,219,131,355 △ 1,613,815,290

支出の部

大 科 目 平成22年度（A） 平成21年度（B） 差異（A）-（B）

人 件 費 支 出 224,033,904 214,039,747 9,994,157

教 育 研 究 経 費 支 出 83,447,885 76,646,446 6,801,439

管 理 経 費 支 出 62,255,623 72,282,091 △ 10,026,468

施 設 関 係 支 出 2,402,773 1,863,940,352 △ 1,861,537,579

設 備 関 係 支 出 27,455,293 305,300,494 △ 277,845,201

資 産 運 用 支 出 506,258,100 301,884,000 204,374,100

そ の 他 の 支 出 337,001,398 8,292,051 328,709,347

資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 6,727,227 △ 347,800,680 341,073,453

次年度繰越支払資金 369,188,316 724,546,854 △ 355,358,538

支 出 の 部 合 計 1,605,316,065 3,219,131,355 △ 1,613,815,290

　　平成22年度決算についての概要は次の通りである。

 6



2．消費収支計算書

消費収入の部 （単位：円）

大 科 目 平成22年度（A） 平成21年度（B） 差異（A）-（B）

学 生 生 徒 等 納 付 金 9,560,000 10,620,000 △ 1,060,000

手 数 料 156,000 128,000 28,000

寄 附 金 146,205,480 148,235,053 △ 2,029,573

補 助 金 51,083,000 63,663,000 △ 12,580,000

資 産 運 用 収 入 149,927,119 119,460,387 30,466,732

資 産 処 分 差 額 400,000 500,000 △ 100,000

雑 収 入 2,074,926 3,123,585 △ 1,048,659

帰 属 収 入 合 計 359,406,525 345,730,025 13,676,500

基 本 金 組 入 額 △ 337,332,794 △ 32,282,071 △ 305,050,723

消 費 収 入 の 部 合 計 22,073,731 313,447,954 △ 291,374,223

消費支出の部

大 科 目 平成22年度（A） 平成21年度（B） 差異（A）-（B）

人 件 費 222,017,204 222,040,747 △ 23,543

教 育 研 究 経 費 191,312,215 82,429,718 108,882,497

管 理 経 費 87,099,322 72,571,903 14,527,419

資 産 処 分 差 額 311,427 4,676,196 △ 4,364,769

消 費 支 出 の 部 合 計 500,740,168 381,718,564 119,021,604

3．貸借対照表

資産の部 （単位：円）

科 目 平成22年度（A） 平成21年度（B） 差異（A）-（B）

固 定 資 産 19,837,311,678 19,942,534,288 △ 105,222,610

流 動 資 産 369,927,917 736,088,459 △ 366,160,542

資 産 の 部 合 計 20,207,239,595 20,678,622,747 △ 471,383,152

負債の部・基本金の部・消費収支差額の部

科 目 平成22年度（A） 平成21年度（B） 差異（A）-（B）

固 定 負 債 64,821,860 67,898,220 △ 3,076,360

流 動 負 債 11,864,798 338,837,947 △ 326,973,149

負 債 の 部 合 計 76,686,658 406,736,167 △ 330,049,509

基 本 金 の 部 19,541,471,070 19,204,138,276 337,332,794

消 費 収 支 差 額 の 部 589,081,867 1,067,748,304 △ 478,666,437

合 計 20,207,239,595 20,678,622,747 △ 471,383,152
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4．金収支計算書・消費収支計算書・貸借対照表の経年比較

（1）資金収支計算書の経年比較

（単位：円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

学生生徒等納付金収入 9,630,000 9,120,000 11,690,000 10,620,000 9,560,000

手 数 料 収 入 168,600 155,800 193,800 128,000 156,000

寄 附 金 収 入 146,000,000 146,000,000 146,000,000 146,000,000 146,000,000

補 助 金 収 入 60,205,000 59,815,000 68,585,000 63,663,000 51,083,000

資 産 運 用 収 入 96,127,347 101,628,490 119,647,967 119,460,387 149,927,119

資 産 売 却 収 入 0 16,262,000,000 0 700,500,000 500,400,000

事 業 収 入 0 0 0 0 0

雑 収 入 3,790,881 1,392,076 3,036,281 3,123,585 2,074,926

借 入 金 等 収 入 0 0 0 0 0

前 受 金 収 入 1,210,000 3,220,000 2,280,000 2,560,000 3,065,000

そ の 他 の 収 入 14,059,030 2,055,118 1,242,500,969 1,793,986,932 21,079,316

資金収入調整勘定 △ 1,874,090 △ 1,757,630 △ 3,228,950 △ 12,462,500 △ 2,576,150

前年度繰越支払資金 285,186,142 293,952,254 363,733,307 391,551,951 724,546,854

合 計 614,502,910 16,877,581,108 1,954,438,374 3,219,131,355 1,605,316,065

人 件 費 支 出 202,525,200 198,545,750 220,920,622 214,039,747 224,033,904

教育研究経費支出 70,908,495 69,575,683 75,099,253 76,646,446 83,447,885

管 理 経 費 支 出 18,468,373 28,493,349 29,000,447 72,282,091 62,255,623

借入金等利息支出 0 0 0 0 0

借入金等返済支出 0 0 0 0 0

施 設 関 係 支 出 0 9,657,265,889 1,216,271,482 1,863,940,352 2,402,773

設 備 関 係 支 出 12,496,265 17,763,410 14,434,147 305,300,494 27,455,293

資 産 運 用 支 出 6,711,000 6,507,094,600 6,324,100 301,884,000 506,258,100

そ の 他 の 支 出 13,773,010 38,372,608 6,022,469 8,292,051 337,001,398

資金支出調整勘定 △ 4,331,687 △ 3,263,488 △ 5,186,097 △ 347,800,680 △ 6,727,227

次年度繰越支払資金 293,952,254 363,733,307 391,551,951 724,546,854 369,188,316

合 計 614,502,910 16,877,581,108 1,954,438,374 3,219,131,355 1,605,316,065

（2）消費収支計算書の経年比較

（単位：円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

学生生徒等納付金 9,630,000 9,120,000 11,690,000 10,620,000 9,560,000

手 数 料 168,600 155,800 193,800 128,000 156,000

寄 附 金 146,383,676 146,367,700 146,544,252 148,235,053 146,205,480

補 助 金 60,205,000 59,815,000 68,585,000 63,663,000 51,083,000

資 産 運 用 収 入 96,127,347 101,628,490 119,647,967 119,460,387 149,927,119

資 産 処 分 差 額 0 10,892,272,938 0 500,000 400,000

事 業 収 入 0 0 0 0 0

雑 収 入 3,790,881 1,392,076 3,036,281 3,123,585 2,074,926

帰 属 収 入 合 計 316,305,504 11,210,752,004 349,697,300 345,730,025 359,406,525

基本金組入額合計 △ 19,688,497 △ 9,969,769,356 △ 13,455,043 △ 32,282,071 △ 337,332,794

消費収入の部 合計 296,617,007 1,240,982,648 336,242,257 313,447,954 22,073,731

人 件 費 208,589,400 205,640,350 225,024,722 222,040,747 222,017,204

教 育 研 究 経 費 94,601,162 84,224,005 80,609,467 82,429,718 191,312,215

管 理 経 費 22,096,951 30,530,584 29,446,341 72,571,903 87,099,322

借 入 金 利 息 0 0 0 0 0

資 産 処 分 差 額 191,444 157,779 1,548,311 4,676,196 311,427

消費支出の部 合計 325,478,957 320,552,718 336,628,841 381,718,564 500,740,168

△ 28,861,950 920,429,930 - - -

- - △ 386,584 △ 68,270,610 △ 478,666,437

244,837,518 215,975,568 1,136,405,498 1,136,018,914 1,067,748,304

215,975,568 1,136,405,498 1,136,018,914 1,067,748,304 589,081,867

科 目

収
入
の
部

支
出
の
部

科 目

消
費
収
入
の
部

消
費
支
出
の
部

当年度消費収入超過額

当年度消費支出超過額

前年度繰越消費収入超過額

翌年度繰越消費収入超過額
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（3）貸借対照表の経年比較

資産の部 （単位：円）

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

固 定 資 産 9,153,932,906 19,960,345,274 19,964,002,187 19,942,534,288 19,837,311,678

流 動 資 産 294,239,201 385,195,945 399,922,878 736,088,459 369,927,917

9,448,172,107 20,345,541,219 20,363,925,065 20,678,622,747 20,207,239,595

負債の部・基本金の部・消費収支差額の部

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度

固 定 負 債 35,388,300 42,482,900 46,587,000 67,898,220 64,821,860

流 動 負 債 8,176,433 8,251,659 9,462,946 338,837,947 11,864,798

計 43,564,733 50,734,559 56,049,946 406,736,167 76,686,658

9,188,631,806 19,158,401,162 19,171,856,205 19,204,138,276 19,541,471,070

215,975,568 1,136,405,498 1,136,018,914 1,067,748,304 589,081,867

9,448,172,107 20,345,541,219 20,363,925,065 20,678,622,747 20,207,239,595

資産
の部

科 目

合 計

科 目

負債
の部

基 本 金 の 部

消費収支差額の部

合 計
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